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教育長報告

（１）教育長職務代理者の指名について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第１３条第

２項の規定に基づき、平成２９年２月２３日付けで、寺尾裕委員を教育長職務代理者に

指名しましたので報告します。

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

第 13 条 教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する。

2 教育長に事故があるとき、又は教育長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員がその職

務を行う。
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事務局報告

（１）平成２９年３月宮代町議会定例会関係

ア 平成 28 年度一般会計補正予算(第 4 号)について

教育関係補正予算の概要

■歳入 中学校分の交付決定及び特別加算(率 1.21)の補正

事業名 予算額
国庫補助金 25,552千円

補助率１／３

12月交付決定額 28,811千円
今回交付決定 54,363千円

町債 58,100千円 補正予算債
充当率 100%

12月補正 122,300千円
今回補正 180,400千円

一般財源 48千円

学校施設環境改善交付金
内 訳

■歳出 中学校分の設計、工事費の補正

事業名 予算額
中学校施設管理運営事業 83,700千円

委託料 6,200千円
実施設計委託料

工事請負費 77,500千円
エアコン設置工事
（普通教室、音楽室）

中学校エアコン設置
内 訳
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イ 一般質問と答弁の概要について（質問と答弁の要旨は別冊）

通告１号 中野松夫議員 〔答弁者：教育長、(7)のみ町長〕

１ 小中学校の適正配置計画について

小中学校の適正配置計画では小学校３校も、中学校１校が適正であるとの計画が示され、住

民説明会が開催された。小中学校を一体として検討することが必要とされるが、中学校を先行

して進めるとの町の方針があり、今回、中学校について伺う。

(1)先の住民説明会では通学時の安全性の確保と通学時間や距離について心配する声があった。

①設置場所は現在未定であるが、新設の方針であり、町の中央部との見解も示されている。

目安として、距離と時間、通学手段などを示して説明することが必要では。

②安全性の確保では、特に冬季時の下校時間帯は暗くなる。現在も冬季の下校時は同じ状況

であるが、具体的対応策をもって説明することが必要では。

(2)２校とした場合の検討はあったか

①2校とした時の将来の学校規模、クラス数の予測は。H40 年度のクラス数予測は、須賀５、

百間１２、前原６とあるが、20～30 年後(H50～60 年)では。

②この時のクラス数と町審議会答申(文科省基準)の１２～１８学級と比較してどのような

見解か。課題は。

③１２～１８学級とする必要性は何か。中学校は教科担任制であるため、教育体制として望

ましい教員の人数を確保するためには少なくとも１０学級以上が必要となるとのこと。教

育体制や教育効果、団体活動などの外に望ましい学級数とする理由は。

④２校とした時の校舎建替え、あるいは長寿命化による活用、また施設整備を含め財政面の

検討は。

(3)学校がなくなると、その地域の人口がさらに減少してしまうとの心配の声がある。(計画で

は中学校１校、小学校３校)これにどう答えるのか。

(4)各学校はそれぞれ地域ごとに、これまでの長い歴史がある。地域の人にとっては自分たち

の学校として愛着や親しみがあると思う。廃校となる場合、これらの地域の心情にはどう対

応するのか。

(5)新設校を予定しているが、建設費の財源はどう考えているか。国からの補助金の条件や制

約はどのような内容か。

(6)今後の進め方は。

文科省H27年1月の適正規模・配置等に関する通知では「地域住民の十分な理解を得るなど、

丁寧な議論を行うことが望ましい」としている。また、町の適正配置計画でも「地域の皆さん

への正しい情報の提供と共有、そして対話を重ねることが大切である」としている。
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①H28 年 10 月に初めての説明会をしたところである。住民の理解を得るということでは、資

料やデータを提示し、住民との情報の共有を図る努力がさらに必要では。

②H29 年 1 月に予定されていた教育フォーラムはどうなったか。H29 年 4 月予定となってい

た適正配置実施計画は。

③今後の進め方をさらに具体的に示すべきでは。

(7)小中学校適正配置計画は町として決定し提示した。町長は中学校を１校とする方針につい

てどのようにして住民に理解を得ようとしているのか。

通告２号 伊草弘之議員 〔答弁者：まちづくり建設課長〕

４ 町道における交通安全対策は

(3)学童の通学路が積雪した場合、学童に対する安全対策と道路に対する道路に対する安全対

策はどのように講じられているか。現状と対策について伺う。

通告３号 山下秋夫議員 〔答弁者：教育推進課長〕

３ 学校図書館の整備・充実について

文部科学省より、学校図書館の整備充実について2016年11月29日に通知がなされました。

そこでは、学校図書館は、学校図書館法において、学校教育において欠くことのできない基礎

的な設備であり、学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童または生徒の健全な教育を

育成することを目的として設けられる学校の設備であるとされています。

(1)宮代町での公立小中学校内における学校図書館はどのような利用が・運営がなされていま

すか。

(2)各公立小中学校の学校図書館に携わる教職員等はどようになっていますか。

(3)2016 年度宮代町での公立小中学校、学校図書蔵書数冊子数と 2017 年度の各学校用新聞購読

と図書整備費の当初予算状況は。
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通告５号 石井慎一議員 〔答弁者：教育長〕

２ 携帯電話、スマートフォンの利用について

携帯電話、スマートフォン(以下スマホという)パソコンなどの電子メディアは現代社会にお

いて、私達の生活に密着し、便利なツールとなっている。一方、携帯電話、スマホ、ゲーム機

等の普及に伴い子どもたちを取り巻く環境は悪化の一途をたどっている。スマホ、ゲーム機の

長時間利用、安易なネットの利用により、子どもたちの体や心に悪影響を及ぼしている。ここ

数年、脳科学者や小児科医の「子どもの脳」に関する研究から電子メディア(ゲーム・メール・

ネット)に長時間接触した結果、大脳とくに前頭葉が発達しないというようなことが明らかに

なってきた。そして、自分の要求や情動を抑えたり、相手を思いやったり、論理的に思考した

り、「人間らしい心」をコントロールする前頭葉の活動の低下をまねき、多様な問題を抱えて

いると言われている。又、ラインによるいじめ問題を招いたり、スマホ依存、ゲーム依存によ

り睡眠時間、勉強時間が削られたり、出会い系サイトを通じての知らない大人との出会いによ

り、犯罪に巻きこまれるケースは後を絶たず、子どもたちを取り巻く環境は悪化の一途をたど

っている。以下の町の取組みについてお伺いしたい。

(1)宮代町において、各小、中学校においてのスマホの所持率、利用時間、犯罪の被害は。

(2)各小中学校において、スマホ・ネットなど使用に対する教育はどのように実施しているか。

(3)ネット依存予防するための対策、ルールづくりは、宮代町内の小中学校において、ルール

を策定している学校は。ルール内容は。

(4)ネット利用に関してのルール作りを町をあげて取り組むべきと思うが、町の考えは。

通告７号 丸藤栄一議員 〔答弁者：教育長〕

１ 小中学校の統廃合について

この間、各地で学校統廃合が問題となっています。その最大の動機は、教育予算の削減です。

また、国が主導した「平成の大合併」が統廃合に拍車をかけました。町は東洋大学ＰＰＰに委

託し、財政難をあおって町民を不安にして公共施設を減らすという計画で進められてきました。

宮代町の学校統廃合も同じように進められてきました。

(1)昨年の 10 月、町は中学校区ごとに 2回ずつ、計 6回住民への説明会を開催しました。教育

委員会がまとめた住民から出た意見の 6項目（①人口増、定住促進のための取組が先決、②学

校がなくなることにより地域発展が望めなくなる、③反対、現状のまま存続して欲しい、④通

学方法、通学路整備が必要、⑤財源も含めた具体的計画がなければ判断できない、⑥住民説明

意向降把握）について、どのように応えていくのでしょう。
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(2)文部科学省（旧文部省 1973 年 9 月の通達）では、「学校規模を重視する余り無理な統廃合

を行い、地域住民等との紛争を生じたり、通学上著しい困難を招いたりすることは避けなけれ

ばならない」「小規模学校には教職員と児童・生徒との人間的ふれあいや個別指導の面で小規

模学校としての教育上の利点も考えられる」「十分に地域住民との理解と協力を得て行う」な

どとなっています。この通達についての見解を。

(3)2015 年に文科省が統廃合の必要な基準として出した統廃合の適否を検討するのに必要な基

準という規模に、宮代町の小中学校は当てはまらない規模の学校と考えますが、町の見解を伺

います。

通告９号 小河原正議員 〔答弁者：教育長〕

５ 小中学校の統廃合について

宮代町議会は、小中学校の統廃合の件で、計画内容の見直しと再検討を求める請願が可決され

ています。公共施設再編計画の見直しは、検討されたと推察するが、もし、結論がでていなけ

れば早急に明らかにすべきだが。

通告１０号 丸山妙子議員 〔答弁者：教育推進課長〕

１ 次なる定住促進策は

(2)給食費の無償化はできないか。定住促進には、魅力ある子育て環境作りが大切と考えます。

全国で給食費の無償化の動きが進んでいます。宮代町の小中学校の給食は栄養バランスや見た

目がよく考えられ、美味しく作られ評価も高いようです。ＨＰの献立表も充実しており、携わ

っている職員の皆さまの努力がとても感じられる事業です。ひとり親家庭が増えている今、子

ども一人あたり 5万円の負担は大きく、未納（滞納）の家庭との不公平感につながります。給

食費の未納家庭の件数、徴収にあたる人件費の年間総額と今までの累計及び今後の推移は。無

償化と共に、更なる地産地消の推進、環境、作る人への想いなどの学習機会を作り出すことで、

魅力ある子育て環境が実現すると考えるがいかがか。
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通告１２号 唐沢捷一議員 〔答弁者：教育長〕

１ 教育行政について

町の教育現場は「あこがれを未来につなぎ、生きる力をはぐくむ」を基本理念にすえて、教

育環境の充実・強化に全力で取り組んでいると確信しております。現在、大きな社会問題とな

っている、先生方の労力時間の長さ等を指摘されておりますが、それらを含めて、以下質問さ

せていただきます。

(イ)町内各小中学校の先生の勤務実態は、どのような状況にあるのか。

(ロ)学校の施設は、ほぼ耐震化が達成されていると認識しておりますが、校舎内の窓ガラスや

壁、ロッカー、更に木柵等の耐震対策は進んでいるか。

(ハ)小中学校の防災教育の現状と課題は。
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（３）学校教育関係について

ア 平成２８年３月行事予定について

須賀小：須 百間小：百 東小：東 笠原小：笠 ／ 須賀中：須 百間中：百 前原中：前

日 付 小 学 校 中 学 校

１日（水） 学習参観・懇談会<1～5年>(東)

<高たつ>(笠) 委員会・民生児童委

員連絡協議会(須)

学校関係者評価委員会(笠)

1･2 年期末試験～3/2(須)

PTA あいさつ運動(百)

県公立入試事前指導(百)

２日（木） 運営委員会・６年生を送る会(須)

研修推進委員会(東) 委員会(百)

幼・保・小連絡会(笠)

県公立入試学検

1･2 年期末試験～3/3(百)

専門委員会(前)

３日（金） 町教育委研究会理事会

6年生を送る会

一斉下校(笠)

県公立入試実技・面接

研修推進委員会(須)

代表委員会・PTA あいさつ運動(前)

４日（土）

５日（日）

６日（月） 登校指導(須)職員会議(須･東･笠)

通学班編成一斉下校(須)

学力向上パワーアップチャレンジ

週間～１５日･新通学班編成(笠)

総合全体発表会・学年会(百)

７日（火） いじめ不登校対策連絡会議(教委)

音楽鑑賞会･クラブ･登校指導(須)

町Ｐ連常任委員会・委員会(東)

特別支援キラキラ交流会

三年生を送る会(須・前)

８日（水） 委員会(須) 登校指導(須)

感謝の会(百)ありがとう集会(東)

PTA あいさつ運動(百・前)

芸術鑑賞会・三年生を送る会(百)

９日（木） 登校指導(須・笠)

旗揚引継式・クラブ(百)

中３給食終了 卒業式全体練習(須)

3 年性教育講演(前)

10 日（金） 登校指導(須)

クラブ・校内研修会(笠)

県公立入学許可候補者発表

学年会(須)

11 日（土）
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12 日（日）

13 日（月） 学年会(須･笠) 卒業式予行

14 日（火） 卒業式予行(東･笠) 卒業式練習・準備

15 日（水） 卒業証書授与式

16 日（木） 卒業式予行(須･百)

出前授業<英･数>(東)

２年授業参観・保護者会(須)

東小出前授業<英･国>(百)

校内研修会(前)

17 日（金） 給食終了日

大掃除(須・笠・百) １年授業参観・保護者会(須)

1･2 年授業参観･保護者会(百)

保護者会(前)

18 日（土）

19 日（日）

20 日（月） 春分の日

21 日（火） ふれあいデー

卒業式準備 企画委員会(須) 警察講和(前)

22 日（水） 卒業証書授与式 PTA あいさつ運動(百)

23 日（木） 短縮日課 大掃除

24 日（金） 修了式

一斉下校(須・百)

小・中連絡協議会(百)

小中連絡会(前)

職員会議・教育課程検討委員会(須)

25 日（土）

26 日（日）

27 日（月） 学年末休業日～3/31

企画委員会(須・前)運営委員会(百)

28 日（火）

29 日（水） 主幹教諭辞令交付式

30 日（木） 平成 29 年度新任校長・教頭辞令交付式

31 日（金） 辞令交付

職員会議・企画委員会(須)



10

（４）生 涯 学 習 関 係

ア．３月の事業予定（教育委員会主催事業）

日 時 内 容 場 所

４日（土）

14:00～16:00

チャレンジ（第１５回/全１５回）

■多くのスポーツ種目の楽しさと基本動作を知ることによ

り、自分に合った興味の持てるスポーツに出会うことを

目的として実施する。

●内容：卓球

●対象：小学３・４年生

ぐるる

サブアリーナ

【参考】

１２日（日）

9:00～16:00

彩の国２１世紀郷土かるた県大会

■郷土埼玉が育てた人物や美しい自然・文化や産物を心に

描きながらカルタを楽しむ。個人戦及び団体戦

●対象 小学４～６年生

●主催 埼玉県教育委員会、

一般社団法人埼玉県子ども会連合会

●共催 蓮田市、蓮田市教育委員会

＊１月２２日の宮代大会の優勝者と準優勝者が出場

蓮田市

総合体育館

１８日（土）

～５月７日（日）

9:30～16:30

企画展「埼玉県東部地区の交通」

■埼玉県東部地区文化財担当者会（文化財担当職員で構成）

で共同研究した「埼玉県東部地区の交通」について巡回展

を開催する。

●当町が巡回展最初の展示となり、東部地区の水上交通や

陸上交通を網羅した内容で、時刻表や路線図、駅舎や蒸気

機関車の古写真、幻の鉄道なども展示する予定である。

郷土資料館

特別展示室

１８日（土）

10:00～11:30

新みやしろ郷土かるた完成記念式典

新みやしろ郷土かるたの完成披露及び読み句、原画等の作

者の表彰式を行う。

進修館

大ホール
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１８日（土）

14:00～16:00

スポーツフィールド（第１０回/全１０回）

■運動実施率が低い 30～40 才代を主なターゲットとし、指

定日時に来館すれば、一人でも楽しく運動できる機会を

提供する。

●内容：ミニテニス

●対象：小学生以上

ぐるる宮代

サブアリーナ

１９日（日）

14:00～16:00

歴史講座

「埼玉県東部低地の人々と暮らし～掘上田、水塚～」

■埼玉県東部地区では水塚や掘上田、島畑など近隣では特

異な農作業などを行ってきた。これらの暮らしなどについ

て詳しく説明いただく。

●対象：一般

●講師：放送大学講師 板垣時夫氏（白岡市生涯学習課専

門員）

●費用：２００円（資料代等）

郷土資料館

２階会議室
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議案第１号

平成２９年度宮代町教育行政重点施策の承認について

別紙のとおり平成２９年度教育行政重点施策を定めることにつき議決を求める。

平成２９年２月２２日提出

宮代町教育委員会

教育長 中村 敏明

提 案 理 由

宮代町の教育行政施策を効果的に遂行していくことを目的とし、宮代町教育委

員会として平成２９年度の重点的な取組事項を定めるため、この案を提出するも

のである。



議案第２号

平成２９年度当初宮代町小中学校教職員人事異動の承認につき議決を求める

ことについて

別紙のとおり平成２９年度当初宮代町小中学校教職員人事異動の承認について議

決を求める。

平成２９年２月２２日提出

宮代町教育委員会

教育長 中 村 敏 明

提 案 理 由

平成２９年度宮代町小中学校教職員人事異動について、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２５条第２項第４号の規定により、この案を提出するもの

である。


